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NPO法人地域福祉支援センターちいさな手

新得町

1993年頃より十勝地区支部の組織化に取り組み現在に至る。1999年NPO法人地域福祉支援セン
ターちいさな手（独立系）を立ち上げ独立型社会福祉士の歩みを開始。同時期に日本社会福祉士会
独立型委員会に関わり以後約１０年全国で独立型社会福祉士の養成システム構築及び組織化に傾
注する。日本社会福祉士会理事としては、2009年より独立型委員会委員長１期２年及び常任理事１
期２年。現在北海道社会福祉士会副会長１期目。

私は、社会福祉士を取得して２２年になります。この間自ら既存の組織を離れ、独立した形態でソー
シャルワークを展開する社会福祉士の確立を目指しつつ、全国の同志とともにその組織化に尽力し
てきました。私が２２年の歩みの中で一貫して想い続けてきたことは、「社会福祉士の存在意義を問
う」ことと「社会福祉士としての実践にこだわる」ことで、これからもこのスタイルは堅持していきたいと
考えています。一方、個々の社会福祉士の「想い」を実現するためには「社会福祉士会という組織」の
存在が不可欠だと思っていますし、私は、これまでの日本と北海道での経験を通してそのことを強く感
じています。
組織率も減少の一途をたどる中、非常に難しい仕事ではありますが、より多くの社会福祉士の「熱き
想いの自己実現」を後押しできるような魅力ある組織創りに取り組むことを公約とし、引き続き頑張り
たいと思いますので、ご支援のほどどうぞよろしくお願い致します。

清野光彦さんは、十勝社会福祉士会設立に中心的立場として関わり、その後も、独立型社会福祉士
として全国的にも先達者として活動するとともに、ぱあとなあ制度創設間もない頃より、成年後見人と
して社会福祉士の専門性を発揮して活動し、後進登録者のフォローアップの体制整備にも尽力してい
ます。また、日本社会福祉士会理事としても社会福祉士の地位・資質向上に貢献されました。北海道
社会福祉士会でもこれまでの経験を活かし、今期副会長として公益社団法人への移行を適切に進
め、会の改革にも積極的に着手しました。清野さんの新たな事に挑戦し、開拓する発想と行動力、会
員や後輩達のレベルアップを目指す姿勢、リーダーシップは大きな変革期にある北海道社会福祉士
会に必要不可欠な存在です。今後さらなる会の改革と、公益社団法人として道民の福祉向上に尽力
頂ける方だと確信し理事候補として自信を持って推薦いたします。

清野光彦氏は、これまでも日本社会福祉士会、北海道社会福祉士会で理事を歴任され、その職責を
果たし、会の発展に寄与してきたところです。日頃の十勝地区支部の活動においても、利用者の利
益、権利擁護を最優先に、広い視野と深い見識から我々に示唆を頂いているところです。
公益社団法人へ移行した北海道社会福祉士会において、前期は副会長と言う立場で、組織の改革、
強化に会長とともに我々会員の先頭に立ち進めてきたところです。今回の理事選出にあたり、その改
革への道筋をより確かなものとするために、今期も理事として、引き続き改革に取り組んでいただき、
社会福祉士会の更なる発展にその力を発揮して頂きたく、今回の理事選への立候補を支持し、推薦
いたします。

2000年7月に十勝社会福祉士会が誕生し、この時の呼びかけ人の一人が清野氏でした。私たちは専
門職団体として常に「顔の見える活動」をめざして、様々な取り組みを行ってきました。この時期から
組織率は高く、日頃からの学習活動に加えて、行政と権利擁護や成年後見制度の取り組み促進に関
する折衝を行い、また、各種審議会や審査会に会員を派遣するなど着実な足跡が残されています。
　清野氏は常に「社会福祉士とは何か」を会員に問いかけ、運営をリードし、若い会員の育成に取り
組んできました。自ら立ち上げた社会福祉士事務所は、全国的にも先駆的な存在として活躍されてい
ます。全国理事の活動を経て、現在、北海道社会福祉士会の理事（副会長）を務めておりますが、常
に組織の将来を見据え、社会福祉士のあり方を求めている清野氏の姿にはいつも学ばされており、
北海道社会福祉士会の理事として相応しいと考え、推薦致します。


